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トレースを管理します

トレースするコンポーネントの指定、トレースメッセージの書き込み先のターゲット、
トレースのレベル、トレースファイルの場所など、 SMI-S プロバイダによるトレースフ
ァイルの管理方法を設定できます。

トレース設定を指定しています

トラブルシューティングのための情報を収集するには、トレースを有効にしておくこと
が重要ですただし、トレースを有効にするとパフォーマンスに影響する可能性があるた
め、トレースが必要な項目とトレースを有効にする必要がある期間を慎重に検討してく
ださい。

作業を開始する前に

• Administrator としてのログインクレデンシャルが必要です。

• ホストシステムに Administrator としてログインしている必要があります。

手順

1. NetApp SMI-S Provider にアクセスします。

2. 必要に応じて、さまざまなトレース設定を指定します。

アクション コマンドを実行します

トレースするコンポーネントを指定します *cimconfig -s

traceComponents=components-p *

トレース機能を指定します *cimconfig -s traceFacility=facility-p

*

トレースファイルの場所を指定します '*cimconfig -s traceFilePath = _path_name _-p *`

トレースレベルを指定します *cimconfig -s TraceLevel=level-p *

3. CIM サーバを再起動します。

SMIS cimserver restart

設定値をトレースします

トレースするコンポーネント、トレースターゲット、トレースのレベルを指定できま
す。デフォルトのトレースファイルの名前と場所を使用しない場合は、必要に応じてト
レースファイルの名前と場所を変更できます。

次のトレース設定を構成できます。
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• * トレースコンポーネント *

トレースするコンポーネントを指定します。デフォルトでは、すべてのコンポーネントがトレースされま
す。

• * トレーサファシリティ *

トレースメッセージの書き込み先のターゲットを指定します。

◦ ファイル。

トレースメッセージが traceFilePath 構成オプションで指定されたファイルに書き込まれるように指定
するデフォルト値です。

◦ ログ

トレースメッセージが cimserver_standard ログファイルに書き込まれるように指定します。

• * ならい FilePath *

トレースファイルの場所を指定します。デフォルトでは ' トレースはファイル名は cimserver.trc' で 'traces

ディレクトリにあります

• * トレースレベル *

トレースのレベルを指定します。デフォルトでは、トレースは無効になっています。

トレースレベル トレースメッセージが書き込まれました

0 トレースは無効になっています。

1. 重大なメッセージおよびログ・メッセージです。

2. 基本的なフロートレースメッセージ（低データ詳細
）

3. 機能間ロジックフロー（中程度のデータ詳細）

4. データの詳細度が高い

5. 高データ詳細 + メソッドの開始と終了

トレースファイルのサイズを指定してください

トレースが有効になっている場合、トレースファイルの最大サイズはデフォルトで
100MB です。環境変数 PEGASUS_TRACE_FILE_size を設定することにより ' 最大トレ
ース・ファイル・サイズを増減できますトレースファイルのサイズの値は 10~2GB で
す。
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作業を開始する前に

• Administrator としてのログインクレデンシャルが必要です。

• ホストシステムに Administrator としてログインしている必要があります。

手順

1. NetApp SMI-S Provider にアクセスします。

2. 「 PEGASUS_TRACE_FILE_size 」という名前のシステム環境変数またはユーザー環境変数を、新しいト
レース・ファイル・サイズ（バイト単位）で作成します。

環境変数の作成の詳細については '_windows documentation _ を参照してください

3. CIM サーバを再起動します。

SMIS cimserver restart

保存するトレースファイルの数を指定します

トレースが有効になっている場合、デフォルトで 7 つのトレースファイルが保存されま
す。さらにトレースファイルを保存する必要がある場合は ' 環境変数
PEGASUS_TRACE_FILE_NUM を設定して ' 保存するトレースファイルの最大数を増や
すことができます保存されるトレースファイルの最大数を増やす場合は、トレースファ
イルを保存するための十分なスペースがハードドライブに確保されていることを確認す
る必要があります。

作業を開始する前に

• Administrator としてのログインクレデンシャルが必要です。

• ホストシステムに Administrator としてログインしている必要があります。

このタスクについて

トレースが有効になっている場合 ' トレース情報は 'cimserver.trc' ファイルに書き込まれますトレースファイ
ルはローテーションされます。「 cimserver.trc 」が最大トレース・ファイル・サイズに達すると、その内容
は「 cimserver.trc.n` ファイル」に移動します。デフォルトでは 'n' は 0 ～ 5 の値ですさらにトレース・ファイ
ルを保存する必要がある場合は 'n' の値を増やします

手順

1. NetApp SMI-S Provider にアクセスします。

2. 保存された新しいトレースファイル数を指定して '`PEGASUS_TRACE_FILE_NUM] という名前のシステ
ムまたはユーザー環境変数を作成します

環境変数の作成の詳細については '_windows documentation _ を参照してください

3. CIM サーバを再起動します。

SMIS cimserver restart
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